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　Posterior Monteggia fracture-dislocation の 3 例を経験したので報告する．

　3 症例の内訳は 78 歳，80 歳，61 歳女性で全例に鉤状突起骨折を伴った肘頭粉砕骨折，橈

骨頭骨折を認めた．全例手術を行い，後方アプローチにて鉤状突起骨片を尺骨遠位骨片に

Kirschner 鋼線で仮固定した後，橈骨頭骨折に対し症例１で骨接合を症例 2，3 で人工橈骨頭に

置換した．肘頭にはプレート固定を行い，最後に外側側副靱帯修復を行った．術後最終調査時

の日整会－日肘会肘機能スコアはそれぞれ 75，82，85 点であった．Posterior Monteggia fracture-
dislocation は鉤状突起やさらに遠位部を含んだ三角形や四角形の骨片を伴う尺骨近位部粉砕骨折

を認め，橈骨頭が後外側に脱臼し，橈骨頭骨折を合併することも多い．尺骨滑車切痕の再建の

ため鉤状突起骨片の整復，固定法については十分留意する必要がある．
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【緒　　言】

　Posterior Monteggia fracture-dislocation は鉤状突起

やさらに遠位部を含んだ三角形や四角形の骨片を伴

う尺骨近位部粉砕骨折を認め，橈骨頭が後外側に脱

臼し，橈骨頭骨折を合併することも多い比較的まれ

な外傷
1）であり，治療に難渋する骨折の 1 つである．

今回われわれは肘頭，鉤状突起骨折および橈骨頭

後方脱臼骨折を合併した posterior Monteggia fracture-
dislocation の 3 例を経験したので報告する．

【症　　例】

　症例 1　78 歳女性．原付バイク乗車中転倒し受

傷．初診時単純 X 線像，CT 像にて右鉤状突起骨折

を伴った肘頭粉砕骨折，および橈骨頭後方脱臼骨折

を認めた．また右橈骨尺骨遠位部骨折も合併してい

た（図 1）．以上の所見より観血的手術の適応と判

断した．受傷後 5 日で手術を行った．後方アプロー

チで侵入し，鉤状突起は肘頭の骨片と尺骨近位骨片

の間から直視し，Kirschner 鋼線（以下 K-wire）で

固定した後，橈骨頭骨折に対し headless cannulated 
screw 2 本にて骨接合を行った．肘頭は肘頭プレー

ト（LCP olecranon plate®, Synthes, Switzerland） で

内固定を行い，最後に外側側副靱帯修復を行った．

右橈骨遠位部骨折には橈骨遠位掌側ロッキングプ

レ ー ト（Variable Angle TCP Radius Plate®, Synthes, 
Switzerland），尺骨遠位部骨折には K-wire を用いて

内固定した．術後 3 週間外固定を行い，可動域訓

練を開始した．術後 1 年 6 か月の最終調査時単純 X
線像，CT 像にて鉤状突起骨片に十分に screw が刺

入されていなかった可能性があったものの骨癒合は

得られており，右肘関節可動域は屈曲 110° 伸展 －15°
回外 10°回内 90°で日整会－日肘会肘機能スコア（以

下 JOA-JES score）75 点であった．（図 2）
　症例 2　80 歳女性．自宅内の敷居につまずき転倒

し受傷．左鉤状突起骨折を伴った肘頭粉砕骨折およ

び橈骨頭後方脱臼骨折を認めた．（図 3）手術適応

と判断し，後方アプローチで侵入し，鉤状突起は

肘頭の骨片と尺骨近位骨片の間から直視し，K-wire
で固定した後，橈骨頭後方脱臼骨折に対し人工橈骨

頭（Evolve®,Wright Medical Japan 社 , 東京）に置換

した．肘頭は肘頭プレート（LCP olecranon plate®, 
Synthes, Switzerland）で内固定を行い，最後に外側

側副靱帯修復を行った（図 4）．術後 2 週間外固定

を行い，可動域訓練を開始した．術後 6 か月の最終

調査時，左肘関節可動域は屈曲 135° 伸展 － 20° 回
外 70° 回内 75° で JOA-JES score 82 点であった．

　症例 3　61 歳女性．駐車場のゲートのチェーンに

引っかかり転倒し受傷．右鉤状突起骨折を伴った

肘頭粉砕骨折および橈骨頭後方脱臼骨折を認めた

（図 5）．手術適応と判断し，後方アプローチで侵入

し，鉤状突起は肘頭の骨片と尺骨近位骨片の間から

直視し，K-wire で固定した後，2 号エチポンド糸で

lasso technique にて鉤状突起を尺骨遠位に縫着した．

次に橈骨頭骨折に対し人工橈骨頭（Evolve®,Wright 
Medical Japan 社 , 東京）に置換し，脱臼整復し

た．肘頭には肘頭プレート（LCP olecranon plate®, 
Synthes, Switzerland）で尺骨内固定を行い，最後に

外側側副靱帯修復を行った．術後 2 週間外固定を行

い，可動域訓練を開始した．術後 8 か月の最終調査

時右肘関節可動域は屈曲 130° 伸展 －15° 回外 90°
回内 90° で JOA-JES score 85 点であった（図 6）．
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図 1　症例 1　a,b. 術前単純 X 線像　c. 術前透視画像
　　右鉤状突起骨折を伴った肘頭粉砕骨折，および橈骨頭後方脱臼骨折を認めた．
　　また右橈骨尺骨遠位部骨折も合併していた．

図 2　症例 1　　a,b. 最終調査時単純 X 線像　c. 最終調査時 CT 像
　　鉤状突起への screw が十分に骨片を捕らえていなかった可能性がある．

図 3　症例 2　a. 術前単純 X 線像　b. 術前 CT 像　c. 術前 3DCT 像
　　左鉤状突起骨折を伴った肘頭粉砕骨折および橈骨頭後方脱臼骨折を認めた．

                     a                                       b                               c 

           a                                               b                                              c

           a                                               b                                              c
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図 5　症例 3　a,b. 術前単純 X 線像　c,d. 術前 3DCT 像
　　右鉤状突起骨折を伴った肘頭粉砕骨折および
　　橈骨頭後方脱臼骨折を認めた．

図 4　症例 2
　　a. 鉤状突起を尺骨遠位骨片に K-wire で固定．
　　b,c. 人工橈骨頭置換後　d. 肘頭骨折整復　e. 術後単純 X 線側面像

図 6　症例 3
　　a. 鉤状突起骨片を lasso technique にて尺骨遠位
　　　骨片に縫着．　

　　b. lasso technique のシェーマ  
　　c,d. 術後単純 X 線像

a                                         b                                       c   

d                                                f            
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c d

a b

c d
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【考　　察】

　Posterior Monteggia fracture-dislocation について，

Jupiter らは
1），尺骨近位部が粉砕し，多骨片骨折と

なりやすく，鉤状突起骨折も合併していることが多

く，通常橈骨頭は後方または後外方に脱臼しており，

大半の例で橈骨頭骨折を合併していると報告してい

る．また Doornberg ら
2）は本損傷では外側側副靱帯

は裂離または断裂するが内側側副靱帯は損傷されな

いとしている．また経肘頭前方脱臼は肘頭および鉤

状突起骨片が十分整復された場合，腕尺関節は安定

し，前腕機能も良好であるが，経肘頭後方脱臼骨折

の場合は腕尺関節の不安定性が存在し，前腕機能回

復も不十分となりやすい
3）．Jupiter らは

1）本損傷の

13 例の自験例のうち 11 例について報告し，尺骨に

対しては全例プレート固定が行われ，橈骨頭につい

ては橈骨頭切除術 7 例，シリコン人工橈骨頭 1 例，

骨接合術 3 例が行われており，これらの症例の成績

はBroberg and Morrey scoreで優 3例，良 3例，可 4例，

不可 1 例であったと報告した．また尺骨の不十分な

整復と橈骨頭の後方亜脱臼を認めた例が 4 例あり，

これらは全例回外制限を認めたとし，これらの修復

の重要性を強調している．また本損傷は肘関節後方

脱臼と同様の機序でおこるとされ，高齢女性や骨粗

鬆症を伴う人々におこりやすいとされており
4)
，今

回の症例は肘関節後方脱臼の機序で靱帯などの軟部

組織より骨性組織の破綻が大きく起こった状態と考

えられる．手術方法として 1）鉤状突起骨折の整復・

仮固定，2）橈骨頭骨折に対し，骨接合術または人

工橈骨頭置換術，3）肘頭を整復し，尺骨近位をプ

レートで固定，4）外側側副靱帯の修復の順に行った．

今回の症例では，症例 1 は手関節骨折も合併したこ

ともあり，回旋制限が残存したが，年齢的なことを

考えれば今回の 3 例では比較的良好な成績が得られ

た．ただ，鉤状突起骨片の固定については尺骨プ

レートのみで固定するとスクリューの位置がプレー

トの位置で決まってしまうため十分な内固定が得ら

れているとは限らず，症例 1 では鉤状突起の骨片の

骨癒合は得られていたものの，screw が十分骨片を

とらえられていなかった可能性があり，滑車切痕の

整復がやや不十分となったため，屈曲可動域制限と

なった可能性がある．このため鉤状突起を含む骨片

に対し，骨片の安定性を得る目的から，症例 2 では

K-wire で固定し，症例 3 では suture lasso technique
を追加した．屈曲角度についても症例 2，3 の方が

やや良好であったことから，プレートのみではなく

他の内固定法も追加して，十分な整復内固定をめざ

す必要があると考えられた．今回の手術法は尺骨へ

の侵入路が１つで，低侵襲であるものの，視野が狭

く，粉砕した鉤状突起骨片の整復固定には限界があ

る
3,5)
．症例によっては内側侵入などの別皮切を追

加して
4,5)
，鉤状突起の十分な整復内固定をするこ

とが成績向上には肝要と思われた．

【結　　語】

1．比較的稀な Posterior Monteggia 骨折の 3 例を経

　験し報告した．

2．今回の例では 60 歳以上の女性に起こり，そのう

　ち 2 例は軽微な外傷で起こった．骨脆弱性が基盤

　となり引き起こされたと考えられる． 
3．今回比較的良好な成績が得られたと考えられる

　が，鉤状突起の固定については後方プレート固定

　による固定のみにこだわらずに他の侵入も追加し

　十分な整復内固定を目指す必要があると考えられ

　た．
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